
 

 

令和 7年 1月 30日 

株式会社 清水銀行 

 

地方創生への取り組み 
～静岡県立大学で「地域金融論」開講 20周年記念講義を開講しました～ 

 

株式会社清水銀行（頭取 岩山 靖宏、以下「当行」とする。）は、SDGｓ及び CSR活動の取り組みの一

環として、静岡県立大学経営情報学部の特別講義「地域金融論」を平成 17 年より開講しており、今年で 20

年目を迎えました。昨年までの受講生は延べ 1,402人となっております。 

本講義は経営情報学部の 3年生を中心に、令和 6年 10月 2日から令和 7年 2月 5日までの全 14回

の講義と修了試験の構成で開講しております。開講 20 年目の記念すべき節目として、本日の最終講義に株式

会社創造舎（静岡県静岡市葵区、代表取締役 山梨 洋靖）の山梨社長をお迎えし、「地方創生ビジネス

セミナー ～町おこしによる地域活性化～」と題し、山梨社長と岩山頭取による経営者講話およびパネルディスカ

ッションを開催しました。 

経営者講話では、山梨社長より人宿町の『OMACHI 創造計画』や『駿府の工房 匠宿』の事例をもとに、

「首都圏ではなく静岡県だからできることは多い、まちづくりを通して静岡県の魅力を発信していきたい」と講演され

ました。岩山頭取からは『エスコンフィールド HOKKAIDO（北海道）』や『長崎スタジアムシティ（長崎県）』の

事例から、清水港が描く未来について講演されました。パネルディスカッションでは、学生に対し質問を投げかけなが

ら、静岡県で働く意義や、地方創生を進めるうえでの仕組みづくりの重要性、自然と街が融合した地方ならではの

醍醐味等、地域に対する熱い思いを語り合いました。 

当行は今後も地域金融機関として、地域の将来を担う若手人財の育成に貢献してまいります。 

 

【講義の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

【本件に対するお問い合わせ】 

株式会社清水銀行 経営企画部 鈴木  TEL.054-353-7895 

 


